
   News Release                    

26112 

2026年11月2日 

報道機関 ご担当者各位 

学校法人 河合塾 

経営戦略推進室 

【2027年度大学入試動向分析】 

大学は「理系シフト」も、受験生の文系比率が上昇 

～難関大・都市部の大規模大への集中､医学科は競争緩和の傾向も～ 

学校法人河合塾は、今夏実施した「第２回全統共通テスト模試」の志望動向をもとに、2027年度大学入試の最新動向分析レポ

ートを、教育関係者向け情報サイト『Kei-Net Plus』に公開しました。2027年度の18歳人口が前年並みの約109万人で推移する

なか、国の「理系人材育成」政策を背景とした大学の理系シフトに対し、志望動向を見ると受験生の文系比率が上昇しています。   

また、難関大や都市部の大規模大への集中、医学科では志望者減少による若干の競争緩和の傾向も見られます。本リリースでは、 

動向分析レポートの要点をご紹介します。 

 

■大学の「理系シフト」も、受験生の文系比率が上昇 

  文部科学省による「理系人材育成」政策などを背景として、2027年度は、国公立大でデジタル・先端技術や地域連携、文理融合の

動きが活発化しています。一方、今夏実施の第２回全統共通テスト模試（受験者前年比97％）の志望動向を見ると、近年の理系

比率の高まりから一転、文系比率が目に見えて高まっています＜図表１＞。大学で進むいわゆる「理系シフト」と、受験生の志向は必ず

しも一致していないことがわかります。学部系統別に見ると、国公立大・私立大ともに「法・政治」「経済・経営・商」系で成績上位層が、

「法・政治」系は女子志望者がそれぞれ人気をけん引しています。一方、医療系、特に「看護」は大きく落ち込んでいます。 

 

＜図表１＞第２回全統共通テスト模試 文理比率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■難関大や都市部の大規模大への集中 

国公立大入試の中心である前期日程（前年比96％）について、大学グループ別に見ると、旧帝大を中心とした難関10大グループは

前年比101％、準難関・地域拠点大グループは同96％、２つのグループを除いた「その他大」グループは同93％となっていて、難関大志

向が鮮明になっています。 

 

一方、私立大（前年比96％）について、大学グループ別に見ると、大学グループ計は前年比99％、それ以外の「その他大」は同91％

となっていて、都市部の大規模大の人気が高くなっていることがわかります＜図表２＞。なかでも注目したい点は現役生と既卒生の志望動

向で、現役生は「早慶上理」「MARCH」グループの前年比が他のグループより高い一方、既卒生は「日東駒専」「成成明國武」グループの

比率が高くなっています。また、慶應義塾大学経済学部が小論文を廃止し２科目入試へ移行したことで、偏差値60.0付近を中心に志

望者が大きく増加しています。 
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＜図表２＞私立大 志望動向（主要大学グループ別） 

 

※ 数値は志望者前年比（％） 

※ 早慶上理：早稲田・慶應義塾・上智・東京理科 

 MARCH：明治・青山学院・立教・中央・法政 

 日東駒専：日本・東洋・駒澤・専修 

 成成明國武：成蹊・成城・明治学院・國學院・武蔵 

 首都圏理系10大学： 

 千葉工業・北里・工学院・芝浦工業・東京工科・東京電機・東京都市・東京農業・麻布・神奈川工科 

 首都圏女子13大学： 

 大妻女・共立女・白百合女・実践女・昭和女・聖心女・清泉女・津田塾・東京家政・東京女・日本女 

 ・東洋英和女・フェリス女 

 関関同立：関西・関西学院・同志社・立命館 

 産近甲龍：京都産業・近畿・甲南・龍谷 

 

■医学科は「若干の競争緩和」の傾向へ 

＜図表３＞第２回全統共通テスト模試における国公立大医学科志望者 得点分布 

 医学科入試では、国公立大医学科で前期日程が前年比93％、後

期日程が同81％と志望者の減少が目立ち、医学科の予想ボーダーライ

ンに相当する得点率帯（ボーダーゾーン）に位置する志望者も減少し

ています。私立大医学科でも前年比97％となっており、以前に比べて

「若干の競争緩和」が期待できる状況となっています。 

 

 ただし、前年志願者が減少した大学の揺り戻し（弘前大・宮崎大

等）や、厚生労働省による定員削減方針などの個別要因もあるため、

慎重な志望校検討が必要となっています。 

 

 

  

詳細な分析データ（地区別・学部系統別の志望動向、大学別志望動向等）は、教育関係者のための情報サイト「Kei-Net Plus」にて

ご覧いただけます。また、本分析レポートに関する弊塾への取材・コメント提供も承ります。お気軽にお問い合わせください。 

 

 ▼入試・教育トピックス│大学入試情報 

www.keinet.ne.jp/teacher/exam/topic/ 

 

［報道関係者へのお願い］ 

本リリースの内容を引用・転載いただく際は出典「河合塾 Kei-Net Plus」の明記をお願いいたします。 

__ 

 

－本件に関する報道関係者様のお問い合せ先･取材申込先 － 

河合塾 経営戦略担当グループ広報チーム 【TEL】03-6811-5508 

【E-mail】press@kawaijuku.jp 【受付時間】9:00～18:00（土日祝・年末年始を除く） 


